
国語科 授業づくり講座～教材研究会②～ （香美市立鏡野中学校） 令和元年9月24日

（単元名） 根拠を明確にして書こう *参考：『新編 新しい国語１』（東京書籍）

◆「単元づくりのプロセス（『新教育課程を活かす能力ベイスの授業づくり』ｐ18）」を用いた教材研究

単元ゴールを明確にし、ゴールとしての資質・能力を具現化したモデル例と、逆向き設計による単元計画の作成

提案内容

演習 ～「トラック図」を用いた教材研究～

単元づくりでは、学習指導要領を丁寧に読み解き目指すべき学びの方向性の根拠を明らかにすることと、目の前

の子供にとって価値ある学びを保障することが大切である。それに向けて、教科書と正しい付き合い方をしながら

単元をデザインする力が期待されている。 参考：『新教育課程を活かす能力ベイスの授業づくり』ｐ18・19

参加者の声

・学習の系統性をしっかり把握し、それぞれの段階で取り扱う指導事項を検討していくことが大切であると感じた。

・単元計画を立てるための教材研究をどのようにしていけばよいか具体的に学ぶことができた。「トラック図」を用い、

学習する「言語内容」「言語形式」を明確にして教材研究を深めたり、単元をデザインしたりしていくようにする。

「トラック図」は、「話すこと・聞くこと」「書くこと」の教材研究に効果的なアイテムである。国語科の学習指導要領におけ

る「指導事項」の示し方は抽象度が高いが、トラック図を用いて教材研究をすることで、付けたい力を具体化、細分化すること

ができる。単元づくりにあたっては、国語科で指導する技術について、同校種内及び小と中の系統や関連を明らかにして構想す

ることが大切である。

付けたい資質・能力に合った教材を選定する

学習の系統と、
身に付いている（いない）

資質・能力を把握する
身に付いていない資質・能力

次回は、11 月５日（火）鏡野中学校で開催します。 【東部教育事務所】

本単元で働かせる見方・考え方を捉える

目的・相手意識を明確にし、
付けたい資質、能力に合った

言語活動を設定する

生徒の実態を踏まえて設定した指導事項を捉える

◆学習の系統性を教科書教材から探る

①本単元の指導事項や学習内容と関係

のある、教科書教材（東京書籍の場

合）の「言葉の力」や「言葉」の説明

を参考に、既習の技術を拾い出す。

②教科書単元の系統を確認する。

③本単元で初めて出てきた技術（指導

事項）と既習の技術を見極める。

・何を書くか（言語内容）

・どのような技術や言葉を使って書くか

（言語形式）

※国語の授業で指導すべき部分

※学習の系統を確認すること→初めて出て

きた技術は丁寧に指導し、既習の技術は活

用させながら、学習活動を展開する。

中学校国語（東京書籍）における意見文

国語の力の積み上げが大切！

小学校国語（東京書籍）における意見文・説得力の系統
講師の先生より

中学校に小学校の教科書

を、小学校に他社の教科

書を揃えてください。

◆言語活動に「意図」を持たせる

目的や相手を設定した言語活動は、学習意欲が生じやすい。ただし、目的、相手を設定す

るだけでなく、「意図」を持たせることが必要である。鏡野中は、教科書の課題より、香美市

を対象とした課題の方が、意欲的に取り組めると考えたはずである。さらに、「市長さんにど

のように思って欲しいのか」といった期待する反応（意図）を考えさせた上で、どのような

意見や根拠、構成、表現にすればよいか考えていく学習にしていくとよい。

・どのような言語活動を通して指導するか

講師の先生より 鎌倉女子大学教育学部准教授 松永 立志 氏


